
近　ツ　ー

湯
も
み
ダ
ン
ス
選
手
権

草
津
で
初
イ
ベ
ン
ト
、５
月
に

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
業
は「
人
」が
重
要

武
田
薬
品
の
長
谷
川
会
長
、講
演
で

社長に藤田氏
ジャルパック

４月に新体制へ

ツ
ー
リ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
心
斎
橋

商
店
街
と
共
同
プ
ロ
モ
ＪＴＢ西

月

総
取
扱
額
は
．
％
増
加

国
内
旅
行
は
．
％
増
と
堅
調

エ
ア
ア
ジ
ア
と
の
合
弁

会
社
株
、

％
を
取
得

エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア

下
平
会
長
を
再
選

日
旅
西
ス
ク
ラ
ム
会
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リニューアル前の「熱の湯」

基調講演に登壇した長谷川氏

藤
田
克
己
新
社
長

「
日
本
の
い
い
も
の
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
大
抽
選
会
の
様
子

　
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
は

日
に

開
か
れ
た
臨
時
取
締
役
会

で
、
４
月
１
日
以
降
の
役
員

体
制
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

藤
田
克
己
・
日
本
航
空
北
海

道
地
区
支
配
人
兼
ジ
ャ
ル
セ

ー
ル
ス
北
海
道
支
社
長
が
次

期
社
長
に
就
任
す
る
。

　
現
社
長
の
二
宮
秀
生
氏
は

３
月

日
に
退
任
し
、
日
本

航
空
執
行
役
員
旅
客
販
売
統

括
本
部
副
本
部
長
、
国
際
旅

客
販
売
本
部
長
、
Ｗ
ｅ
ｂ
販

売
本
部
長
、
東
日
本
地
区
支

配
人
に
就
任
す
る
。

　
藤
田
　
克
己
氏
（
ふ
じ
た

・
か
つ
み
）
１
９
８
１
年
入

社
。
２
０
０
６
年
日
本
航
空

ジ
ャ
パ
ン
国
内
営
業
部
長
、


年
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
運
航
企
画
室
付
部

長
、
年
シ
ド
ニ
ー
支
店
長
、


年
札
幌
支
店
北
海
道
地
区

支
配
人
兼
札
幌
支
店
長
を
経

て
現
職
。

歳
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（
近
ツ
ー
）
は
、
草
津
温
泉

名
物
の
「
湯
も
み
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
競
う
初
の
イ
ベ
ン

ト
「
熱
湯
　
湯
も
み
ダ
ン
ス

選
手
権
Ｉ
Ｎ
草
津
温
泉
２
０

１
５
」
を
企
画
し
、
参
加
者

の
募
集
を
開
始
し
た
。
４
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
草
津
温
泉
「
熱
の
湯
」

で
、
５
月
９
、

日
の
２
日

間
に
分
け
て
開
催
す
る
。

　
湯
も
み
ダ
ン
ス
選
手
権
と

は
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

が
、ポ
ッ
プ
ス
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
ダ
ン
ス
に
湯
も
み
の
動

き
を
取
り
入
れ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
も
の
。

舞
台
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

エ
リ
ア
に
は
５
人
ま
で
、
浴

槽
の
両
サ
イ
ド
に
も
各
５
人

ま
で
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

浴
槽
サ
イ
ド
の
ダ
ン
サ
ー
は

「
湯
も
み
板
」
を
ど
の
よ
う

に
ダ
ン
ス
に
取
り
入
れ
る
か

が
腕
の
見
せ
所
と
な
る
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
賞
金


万
円
と
草
津
温
泉
ペ
ア
宿
泊

券
を
チ
ー
ム
人
数
分
、
準
グ

ラ
ン
プ
リ
は
草
津
温
泉
宿
泊

券

人
泊
分
、
観
客
投
票
１

位
に
は
温
泉
饅
頭
１
０
０
個

が
贈
ら
れ
る
。

　
募
集
は

チ
ー
ム
程
度

で
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
る
。
１
チ
ー
ム
は
５

～

人
ま
で
。
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
５
分
以
内
と
す
る
。

　
５
月
９
日
は
リ
ハ
ー
サ
ル

で
、

日
が
本
番
。
両
日
と

も
割
り
当
て
時
間
以
外
は

「
湯
路
広
場
」
で
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
可
能
な
の
で
、

会
場
以
外
で
も
熱
い
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
戦
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
社
は
群
馬
を
含
む
近
隣

の
新
潟
、
長
野
、
山
梨
、
栃

木
、
茨
城
県
の
小
中
高
校
、

群
馬
県
内
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
に
参
加
の
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
草
津
温
泉

観
光
協
会
は
旅
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
イ
ベ
ン
ト
告
知
ペ

ー
ジ
と
リ
ン
ク
を
貼
る
よ
う

呼
び
か
け
る
な
ど
参
加
者
の

募
集
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
近
ツ
ー
は
今
後
も
草
津
温

泉
で
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
創

出
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地

域
誘
客
の
た
め
の
積
極
的
な

営
業
展
開
を
行
っ
て
い
く
。

【
遠
藤
真
澄
】

　
世
界
最
大
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
旅
行
会
社
）
、
エ

ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
（
本
社
＝
米

ワ
シ
ン
ト
ン
州
）
は

日
、

２
０
１
１
年
に
設
立
し
た
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）

の
エ
ア
ア
ジ
ア
（
本
社
＝
マ

レ
ー
シ
ア
）
と
の
合
併
会
社

で
あ
る
エ
ア
ア
ジ
ア
エ
ク
ス

ペ
デ
ィ
ア
（
本
社
＝
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
）
の
株
式

％
を
、

８
６
３
０
万
米
㌦
（
約
１
０

２
億
円
）
で
取
得
す
る
と
発

表
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
エ
ク
ス
ペ

デ
ィ
ア
は
エ
ア
ア
ジ
ア
エ
ク

ス
ペ
デ
ィ
ア
の
株
式
の

％

を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
第

回
日
旅
西
日
本
ス

ク
ラ
ム
会
総
会
」
が

日
、

大
阪
市
北
区
で
開
催
さ
れ

た
。
役
員
改
選
で
は
、
下
平

晃
寿
会
長
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
旅

行
企
画
）
、
菊
地
憲
一
名
誉

会
長
（
日
本
旅
行
常
務
取
締

役
兼
執
行
役
員
・
西
日
本
営

業
本
部
長
）
が
再
任
し
た
。

　
下
平
会
長
＝
写
真
＝
は
、

「
日
本
旅
行
は
創
業
１
１
０

年
。業
績
は
順
調
で
、韓
国
、

中
国
、
台
湾
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
好
調
だ
が
、
わ
れ

わ
れ
は
国
内
で
儲
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
今
年
は
北
陸

新
幹
線
開
通
な
ど
明
る
い
話

も
あ
る
。
日
本
旅
行
と
車
の

両
輪
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
菊
地
名
誉
会
長
は
「
今
年

は
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
厳
し

く
、
国
内
団
体
と
『
赤
い
風

船
』
で
カ
バ
ー
し
な
い
と
い

け
な
い
。
１
１
０
周
年
記
念

商
品
も
出
す
。
ま
た
、
北
陸

新
幹
線
に
よ
る
底
上
げ
や
山

陽
新
幹
線

周
年
の
効
果
も

期
待
で
き
る
」
と
話
し
た
。

　
２
０
１
５
年
度
の
事
業
計

画
は
、
総
合
旅
程
業
務
管
理

研
修
、
「
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
」

の
端
末
操
作
研
修
、
経
営
者

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

日
、
会
員
旅
行

会
社
を
対
象
に
し
た
「
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

東
京
都
内
で
開
催
し
た
。
メ

ー
ン
テ
ー
マ
は
「
旅
行
業
が

輝
く
未
来
へ

こ
れ
か
ら
の

旅
行
業
経
営
を
考
え
る
」
。

基
調
講
演
で
は
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
で
、
武
田
薬
品
工

業
の
長
谷
川
閑
史
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
が
「
持
続
的
経
済
成
長

に
向
け
た
日
本
の
課
題
」
に

つ
い
て
、
企
業
に
と
っ
て

「
人
材
」
が
最
も
重
要
だ
と

持
論
を
語
っ
た
。

　
冒
頭
、
田
川
博
己
会
長
は

「
旅
行
業
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
の
中
で
観
光
立
国
、
あ
る

い
は
観
光
大
国
に
向
け
て
エ

ン
ジ
ン
役
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
、
安
定
し
た
経
営

が
必
要
不
可
欠
だ
。
今
回
の

経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
旅
行
業

の
経
営
に
資
す
る
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
経
営
者
や
管
理
職
の

皆
さ
ま
に
し
っ
か
り
と
勉
強

し
て
も
ら
え
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
基
調
講
演
で
は
長
谷
川
会

長
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
環

境
変
化
が
ま
す
ま
す
加
速
化

す
る
中
で
最
も
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
企
業
に
と
っ
て

は
リ
ー
ダ
ー
の
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
何
も
し
な
い
で
じ
っ

と
し
て
い
る
の
は
最
大
の
罪

だ
」
と
指
摘
。
ま
た
、
「
日

本
は
技
術
立
国
だ
が
、
最
後

に
技
術
立
国
を
支
え
る
の
は

人
材
だ
」
と
強
調
し
、
人
材

の
育
成
に
も
っ
と
力
を
注
ぐ

べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
各
分
野
の
専
門
家
を
講

師
に
五
つ
の
経
営
課
題
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
日

本
経
済
新
聞
社
の
阿
部
奈
美

編
集
委
員
・
前「
女
性
」面
編

集
長
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に

つ
い
て
、
人
材
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
常
見
陽
平
氏
が
人
材

採
用
に
つ
い
て
、
良
品
計
画

の
松
﨑
暁
専
務
取
締
役
兼
執

行
役
員
海
外
事
業
部
長
が
グ

ロ
ー
バ
ル
施
策
に
つ
い
て
、

ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
ェ
イ
の
森

岡
毅
Ｃ
Ｍ
Ｏ
・
執
行
役
員
・

本
部
長
が
経
営
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
、
グ

ロ
ー
ビ
ス
の
井
上
陽
介
グ
ロ

ー
ビ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ

ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
企

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
専
用
観
光
案
内

所
「
関
西
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

心
斎
橋
」（
大
阪
市
中
央
区
）

は
、
春
節
（
旧
正
月
）
の
期

間
に
合
わ
せ
、

日
か
ら
心

斎
橋
筋
商
店
街
振
興
組
合
、

大
丸
心
斎
橋
店
、
ク
リ
ス
タ

長
堀
と
連
携
し
た
共
同
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
３
月
１
日
ま
で
。

　
同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た

外
国
人
旅
行
者
、
先
着
千
人

に
「
豆
て
ぬ
ぐ
い
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
。
「
日
本
の
い

い
も
の
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
大
抽

選
会
も
開
催
し
、鉄
瓶
急
須
、

和
皿
セ
ッ
ト
、陶
器
セ
ッ
ト
、

輪
島
塗
ペ
ア
お
は
し
、
さ
く

ら
型
グ
ラ
ス
な
ど
も
抽
選
で

当
た
る
。

　
ま
た
、
買
い
物
時
に
今
回

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ラ

シ
を
提
示
す
る
と
、
大
丸
心

斎
橋
店
を
含
む
心
斎
橋
筋
商

店
街
、
ク
リ
ス
タ
長
堀
の
約

１
０
０
の
対
象
店
舗
で
５
～

８
％
の
割
引
が
行
わ
れ
る

（
一
部
除
外
あ
り
）
。

　
観
光
庁
が

日
に
発
表
し

た

月
の
主
要
旅
行
業

社

の
取
り
扱
い
状
況
（
速
報
）

は
、
総
取
扱
額

が
５
２
５
５
億

２
６
８
３
万
円

で
前
年
同
月
比

１
・
１
％
増
だ

っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
１
・

８
％
増
の
３
３
０
０
億
８
４

１
３
万
円
、
海
外
旅
行
が
０

・
８
％
減
の
１
８
７
５
億
６

６
９
０
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
９
％
増
の

億
７
５

８
０
万
円
だ
っ
た
。

　
旅
行
会
社
か
ら
の
聞
き
取

り
で
は
、
国
内
旅
行
は
引
き

続
き
関
西
方
面
が
好
調
だ
っ

た
。
海
外
旅
行
は
感
染
症
や

円
安
の
影
響
で
旅
行
者
の
消

費
マ
イ
ン
ド
が
冷
え
込
ん
で

い
る
。
外
国
人
旅
行
は
ビ
ザ

緩
和
の
影
響
で
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
旅
行
者
が
増
加
し
て

い
る
。

　
取
り
扱
い
の
合
計
が
前
年

同
月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は
取
り
扱

い

社
中

社
、
海
外
旅
行

は

社
中

社
、
外
国
人
旅

行
は

社
中

社
が
前
年
超

え
に
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比
１
・

７
％
減
の
１
４
１
３
億
５
１

９
０
万
円
。
内
訳
は
国
内
旅

行
が
０
・
１
％
減
の
７
３
５

億
９
７
２
９
万
円
、
海
外
旅

行
が
３
・
６
％
減
の
６
７
３

億
２
６
９
５
万
円
、
外
国
人

旅
行
が

・
１
％
増
の
４
億

２
７
６
７
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
総
取
扱

人
数
は
、
前
年

同
月
比
６
・
３

％
減
の
３
０
６

万
６
１
７
５

人
。
国
内
旅
行
は
６
・
０
％

減
の
２
７
４
万
６
３
２
１

人
、
海
外
旅
行
は

・
８
％

減
の

万
５
８
１
７
人
、
外

国
人
旅
行
は

・
５
％
増
の

２
万
４
０
３
７
人
だ
っ
た
。


